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は じ め に
1962年から1964年にわたり,筆者 らはタイ同のカセー トサー ト大学,チュラロンコーン大′羊
と共同して,森林植生とその土壌の性質にかんする生態学的調査をおこなった｡本論丈はその
うちの森林の第一次年産力にかんするものをとりまとめたものである0
1962年におこなった調査は,タイ政府ユネスコ国内委員会奨学牡 としてカセ- トサ- ト大学
















フタバガキ林 と乾性常緑林の現在量 ･生長量 ･牡産量の推定をこころみた｡
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Ⅰ 森 林 の 生 産 力 と は
森林の現在量および生長量を正確に知ることは,森林の一次生産力を具体的に把握するため
のもっとも基本的な要求である.ここでいう ｢森林の一次生産力｣とは,森林を構成する植物
の光合成作用による有機物の単位時間あたりの生産をいう｡単位時間 (At…t2- tl) における総
生産量 (APG)から,呼吸消費量 (AR)をさしひいたものが純生産量 (APn) であるo したがって,
APn= APG-AR (i)
が植物の一次生産力にかんする明確な定義をあたえている｡
小川18'は植物群落の物質収支を物質生産との関連において検討 し, 整理 した.上述の Atに























ー 卜高原の南同線邦の両地で, なだらかな丘陵状台地がつづ く｡ 県境にあるイープロム両は
806m の侮抜高がある｡ 調査地の標高は附近のキヨウ両(721m)から約650m と推定された｡1)
ここでみられる森林は落葉性ブタバガキ林 (Deciduous DipterocarpForest)と乾性常緑林




ト性の土壌におお くみ られるため赤 い林と,また常緑林にくらべ林分樹 高がひ くく林冠も閉鎖
していない疎林であるところから山羊の林とか低木林 とかよばれるという｡構成樹種は比較的
里純で DiPterocarPaceaeの DiPterocarPustuberculatus,D.obtusifolius,Pentacmesia-





いところでは Shoreaobtusa の占める割 合がたか くなるという.23)林床は草本性の Bambusa
arundinaceaで一両におおわれ Cycassiamensisが点在するC幼令木がす くない0)はおそら









林味にはおお くのツル佐山ヤシ科植物もみられる｡ 樹高は30-40m に達 し,階層構造は 3層以
上,樹冠は第二層で完全に閉鎖 している｡ タイの常緑林はr恒也林やマングlj-ブ林をふ くめる
とタパ 司全森林両滝Ii-Oj35,%を占めるという｡
調査地附近ojコラー ト気 象観測所でC/)観測による気候条件を表 1にしめす cl2'図1には表 1
U)データによる降水冠と蒸発量 (Picheの蒸発計によるもcj))をしめしてある｡ これは森林が
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表 1 調 査 地 附 近 コ ラー トの 気 候 デ ー タ
平 均 気 温 oC
平 均 最 高 気 温 oC
平 均 最 低 気 温 oC
平 均 降 水 量 mm
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Ⅲ 調 査 方 法
調査の対象 となる林分をできるだけひろくみてあるいたうえ,構成樹種,平均樹高,正木密
度などが附近の林分の代表 とみなせるところをえらび,10mx50m のプロットをそれぞれ二つ
づつ設けた｡落葉性フタバガキ林 (DDF)のものをP-1および PP-1,乾性常緑林 (DEF)のもの
をP-2およびPP-2とする｡Pll,P-2は伐倒調査区,PP-1,PP12は永久調査区である｡各調
査区はさらに 5m＼く5mの小区画にわけられている. この 10m;く50m のプロットのなかにはい
る個体のうち胸高直径が 4.5cm より大きいものを上木 とし,それ以下のものを下生えとした｡
樹種 :上木については各個体の,下生えは5mンく5mの小区画10コのなかに出現す るものをタ
イ名で記録 した｡
土壌 :プロットのなかに数 コのピットをはり,土壌断面を記録 し分析用試料を深 さ別に採取
した ｡
現在量 :プロット内の上木全立木の胸高直径 (P-1では胸高直径 と樹高)の測定をおこない,























3.3m高 直 径 ･ D3.3
0.1H高 直 径 ; Do.1H
樹 冠 直 径 : R
幹 重 量 : ws
蓑 2 伐 倒 木 の 測 定 項 目













ws 〝 〝 絶乾重量
wB 〝 〝 絶乾重量
葉 重 量 ; w L 〝 葉の生重量(葉柄をふくむ)
wL N N 絶乾重量
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に トレー ス したO 含水率 お よび養分諸元 素の分析のため,樹 種 ごとに,幹,枝 ,英o)少量 の試
料を採取 した｡
/上長量 :PP-1,PP-2の両 プ ロ ッ ト0)仝立木 に番号をつ け,1･3m のたか さにペ ンキで印を し,
そ0)位 置の直径 を mm 里位で測定 した｡ 1963年11月 に前回 とおな じ位 置,おな じ精 度で測定
を お こない胸高直径 ののびを もとめた｡⊃
nー 調 査 結 果 と 考 察
1. 概 況
調査林分 の概況 を表 4に とりま とめた｡
表 4 調 査
p B.A.
DDF P-1 1140 11.18
PP-1 1360 19.34
DEF P-2 2540 26.34
PP-2 2300 42.55
?? ? ? ? ? ? ?? ?
?
? ? ?? ?????
??
?
?? ?? ?? ? ?? ?? Dm｡x Hmax Vs PlotArea
2 21.0 16.5 71.5 10〉く50







症)p ,は立木密度,B.A.は粧 .j断面積合計,石 は平均直径,詠 ま平均樹高,Dmax は最大直径,
Hmax は最大樹高,Vsは幹材積をあらわす｡
P-1,PP-1の Hm｡x は実測値,P-2,PP-2ujHmax は計算値である｡






図2 胸高直径頻度分布 (a)は p-1(DDF)のもの 恥)は P-2(DEF)のもの
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DDF,DEFの土壌の性質については, 堤 ら29,30)がすでにくわしく報告 している｡ ここでは
DDFの土壌がきわめて緊密で,浅いのに対 し,DEFにおいてはよりやわらか くより深いこと
を指摘 してお くにとどめよう｡
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C/)でなく,樹冠の位置をも考慮 した方がよい｡ このような判定法にしたがえば, DDFは林冠
が完全には閉鎖 していない から第二層以下の僧体もかなりのあかるさにおかれている｡ したが
って DDFでは上木層と下仕え層のみをみわければよかろ う DDEF c/)第一層は閉鎖 した林Jdi
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(b )
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% 弱 にもなる｡ Iruingia
malayana はす ぐとなり
の DEF か らたまたまとび
こんできたものであろう｡
その他の出現wt.はほとんど
が DDF もしくは Mixed
DeciduousForestに特有
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などの占める割合は本数比では30%京iであるが,材積比では70%弓引こ達する｡本数比の小さい
H.ferrea が材積比ではもっともたかいのほ注目に価する｡ 上にあげた 3種は常緑林に特有
の種であるo その他の種についてみると, たとえば SterculiaguttataPterosPermumsP.









































Z のみでな く Ⅹ もある上限値 東 をこえないばあいにもほとんどおなじように,1) Z,Ⅹ が十
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となる｡ただしCは積分定数,2,文はそれぞれ上限値である｡
(14)式においてⅩにくらべて 東 が十分大きいとすれば(12)式がえられ, さらに Zにくらべ
て 2も十分大きいとすれば(9)式をえることができる｡このことは(14)式がその特別のはあい
として,(12),(9)両式をふ くんでおり,拡張式として妥当であることをしめしている｡
(14)式は両対数軸で(12)式とよく似た曲線をあらわすが,Ⅹ-東 で Z-2であるから Ⅹ- 大
なる範囲で急にたちあがる. この傾向は h-小なるほど, おなじ 文 に対 しては え一大なるほ














































































の各式において dz-Azdx=-=Ax とみなせるばあい,すなわ T ,
Az- f(Ⅹ十Ax)- f(x)
- f′(Ⅹ)Ax--EAx または
JxT Ax f′(Ⅹ)d t
だからxに くらべて Axが十 分小さいばあいには(10)(ll)(13)の各式は
一一一137 -
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告 - p 雷 +W一 意
であり,林分現在量の生長率は
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Av ∑ Aw ∑ w l (15′′′)
と(15′)式とまった くおなじもC/)をみちび くこともで きるO すなわち林分年長量は期間C/)おれ




であることはすでにのべた｡ D-H 関係式(4),(5)によりHをもとめ各個体の D2H を計算 した ｡
幹量にかんする相対生長闇係 二
幹材精が D2H に密接な闇係があることは容易に想像できる｡ 砕形がIr｣柱ならば幹材積は
蛋-D2H に,｢r灘 ならば芸 D2H に比例するo林木の幹形は冊 紀 闇 路 として円錐をかさね
たようなかっこうを しており,各 部分の構成比は林木が人きくなると変化するよ うである｡粋















2 ×A Fノ●]状沌 -0州頑L)2FI卜0.5鮎u5 .4日(DW-V!●■′
●A i
図10 幹材積 (Vs)とD2H の相対生長関係 (記号凡例は図4におなじ)




































くむばあい,D2H (m 3単位)が 1.0をこえるあたりから勾配が1よりやや小さくなるばあいが
しばしばあらわれる20,31,32,33'｡ 相対生長関係 は DZH,ws,Vsのどの二つのうちにもおなじよ
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べて枝は相対的に寿命がみじかく,両者の関係は両対数軸で上限値をもつ拡張相対生長式であ
ろうことが予想される.P-2において ws-大なるところのデ-タがとぼしいが,いちおう
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ではほとんど2倍のひらきがある｡DDF のように林冠が閉鎖 していないものでは, 個体の分
布が某中的であるためであろうか｡これに対 し DEF の P-2,PP-2は地上部現存量が 140ton/
haと 186ton/haで1.3倍強である｡幹 ･技量が P-1,PP-1,およびP-2,PP-2のあいだでそ
れぞれきわめて差が大きいのに対 し,葉量がたがいに似た値をとるのはおもしろい｡
414) tt-:_ 長 屋
1962年11月に設置した永久調査区を1963年11月に第 2回めの測定をおこなった｡DDF(PP-1)
--113-- 143
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では1962年11月5日に第 1回の測定を, 1963年11月30日に第 2回の測定をおこなった｡ DEF
(PP-2)では1962年11月30日に第 1回測定を,1963年11月28日に第 2回測定をおこなった｡ DDF
のプロットでは期間が 1年よりわずかになが く, DEF では 1年に2日たらない｡ がこの程度
表 7 現 存 量 (1962年11月)

























































































図15 DユーJD関 係 図
/tJ LirJ I,rJ iC)
I_+_J _
70 80 Dl(cm)
の期間のちがいは胸高直径ののび AD の測定にはほとんど影響はないものとし,第 1回と第 2
回の測定の読みの差を 1年間ののびとする｡DDFでは 10ンて50m2 の H>1･3m の全立木を,
DEFでは D>4.5cm のものを対象として測定した(表 8)0
総立木数はPP-1で68本が67本に減少 したが,PP-2では115本のまま変化がなかったo
二つのプロットで 1年間に直径巻尺による測定が可能な程度の直径ののびをみとめることが




単位の置径として読みとったためであろう｡このようなものをのぞいても Dlと AD にはあま
り明瞭な関係はなくDl一 大で ADのバラツキの巾がひろがることがみとめられるのみであるo
D2と AD2の関係もおなじ傾向がさらに強められてあらわれるのみである｡
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るが, 商タイの TRF の値
よりかなり小さい｡ 北タイ
の DDF(表の Dipterocarp



















uJ消門 による AG をしらね
ばならない｡AGは現在のと
ころほとんど測定不能であ






















































































































































































































































































p ys yB yt｡ yR yC yL . y F
(本/ (ton/(ton/(ton/(ton/(ton/(ton/.(ton/(ha/


















40〉〈401488 55 11 66 10 76 2.7 78.7 3_0 0gawaJ,17)
40ニ<40 906 112 26 138 16 154 3.0 157 6.3 0gawaら17)
40×40 713 209 53 263 25 288 4.7 293 6.6 0gawaら17)
40:く401175 254 106 363 33 396 8.3 404 12.3≡OgaWaら17)




常緑件の森林である DEF においては,これに対 し葉の平均的な寿命を知 らねは落葉 量を現
在量か ら推定す ることはで きない｡南 タイの熱帯降雨林で落葉落技量.を約 2カ月間にわたり測
定 した結果 ALLが 11.84ton/ha･yr,ALBは 11.39ton/ha･yrであった09'yLが 8.5ton/ha
であるか らALLと yrノの比は1,4で葉の7jJ=命は平均 9カ月た らず ということになるoPP-2では
摘 タイとくらべて, よりはっきりとした乾季があることを考慮 し, ALL は y1,1に等 しいとす
る｡ P-2の林床にあった落葉落技研の葉 と枝の比は1.7であったO 葉, 技の分解率を考慮し,
ALB二1.7/2ALLとする｡
根の住長一副 まいちおう地上部のそれの 1/3としておいた｡ 落葉落枝にあたる根の脱落二ら封まこ
れまでのところ測定 したデ-タは皆無であるか らこれは不明とし,幹の脱落嵐はなしとすると
純生産量が,林分〈生長量,枯死個休量および落葉落技量の印としてもとめることができる｡表
11で 〔 〕内の数値は推定値,それ以外のものは実測 にもとず く計算値である｡
い くつかの仮定をふ くんだものであるか ら推定の精度は,現在量の推定値よりやや劣 るであ
ろうが,おおまかに純生産量が PP-1で 6.7ton/ha･yr,PP-2で 17.6ton/ha･yrくらいのとこ
ろであるといえよう｡ 南タイの熱帯降雨林での純41:.産遠が約 29.8ton/ha･yr9),Mtillerら13)の
計算による ⅠvoryCoast の熱帯降雨林では約 13.4ton/ha･yrであるか ら, われわれの計算
値 もいちおう比較検討するにたる値であるといえよう. Mtiller らはわれわれの林分年:.長量を
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南 タイの熱帯降雨林の調査9'や Mtillerら13'はさらに呼吸消費量 AR の測定をおこない総生
産量の推定をこころみている｡ⅠvoryCoastにおける TRFで,M山lerらは総生産量 52.5ton/
ha/yrのうち呼吸消費量 39.1ton/ha･yrは75%に達 し,林分生長景 Ay9.Oton/ha･yrは 17%
であると報告 している｡南タイの TRFでは総生産量 124.5ton/ha･yrのうち呼吸消費量 84.7









る｡熱帯林の総生産量が北海道の トドマツ林の 50ton/ha･yr31),九州の暖帯照葉樹林の 73ton







の各位の配慮がなくては調査が実現 しなかった.調査の実行にあたり,タイ国カセ- トサー ト
大学林学郡長ティエム ･コムクリット教授,サンガ ･サバシー講r帖 チュラロンコーン大学理
学部クルム ･ワチャロボン教授,カシン助教授,パイラット･サイチュア氏の協力をえた｡標
本の同定にタイ森林局植物標本室長テム ･ス ミティナント氏をわず らわせた｡その他タイ森林
局の各位,カセ- トサ- 卜大学林学郡,農学部の各位の好意な くしては本調査の実行は不可能
であった｡記 してあつ く謝意を表 したい｡
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